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研究成果の概要（和文）： 本研究では「黄色い服を着た少女の母親」のように関係節の先行詞となる名詞句が複数あ
り統語的に解釈が曖昧な名詞句を含む文の処理において、その曖昧性の解消に先行する談話の文脈情報がどのように影
響するかについて調べた。日本語のコーパスを用いた調査では先行研究で提案されているのとは異なる談話構造を持っ
た先行文脈があることが分かった。質問紙と視線計測を用いた日本語と英語の研究では、統語処理の初期段階では文脈
の影響は受けず、後期の段階で影響を受けることが分かった。上級レベルの日本人英語学習者については文処理の初期
段階から文脈情報の影響を受けていることが分かった。上記の結果は国内外の学会等で発表した。

研究成果の概要（英文）：This study investigated the influence of contextual information in the text 
preceding a complex noun phrase involving ambiguous relative-clause attachments (a relative clause+ NPa 
no NPb) in Japanese. A corpus study revealed several types of relationships between the antecedents and 
their corresponding referents in the preceding text. The results for offline experiments indicated 
contextual influence on relative-clause attachments. The first-pass duration obtained in eye-tracking 
experiments showed the overall facilitation effect of context but it did not indicate any significant 
interaction between the contextual conditions and attachment biases or did not indicate any contextual 
influence on the attachment decision at the early stage of processing. The experiments were also 
conducted in L1 and L2 English. Although the results for L1 English were similar to those for the 
Japanese experiments, those for L2 English indicated the contextual influence from the early stage of 
processing.

研究分野： 心理言語学

キーワード： 文脈情報　関係節付加曖昧構文　統語処理　日本語　英語
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 文脈情報と統語構造の選択 
文処理の先行研究の多くは、先行する談話

を示さず、実験文のみを提示していることが
多い。しかし、ほとんどの文には何らかの文
脈があり、個々の文処理も文脈の影響を受け
ている可能性がある。 
例(1) The policeman watched the man with the 

telescope. 
例(1)は with the telescope という前置詞句が
watched（動詞句接続）と the man (名詞句接続)
の二つの句を修飾することができるため、複
数の解釈がある。しかし文脈をつけずに単独
で提示すると、動詞句接続が好まれる傾向が
報告されている。Ferreira & Clifton（1986）が、
このような文に、２つの接続のどちらかと一
致した先行談話をつけて接続傾向への影響
を調べたところ、後続する文の統語構造につ
いての好みを変えるような効果はなかった。
その後、Altman & Steedman（1988）が改良し
た実験方法で調査したところ、文脈情報が常
に統語構造の選択を決定するほど強く関与
しているわけではないが、構築できる統語構
造が複数ある場合に、文脈情報にしたがって
統語構造の選択が行われる結果となった
（Weak Interaction Hypothesis）。日本語につい
て比較できるような研究は今のところない
ため先行談話が文処理における統語構造の
選好に影響を与えるかどうか下記の構文を
中心に調査を行う。 
 

(2) 関係節付加曖昧構文 
 下記の例(2)と例(3)の下線部の名詞句では、
「黄色い服を着ている」という関係節の先行
詞は「子供」(低位接続)と「子供の母親」(高
位接続)とどちらも可能であるため、２つの文
は構造的に曖昧である。このように関係節の
先行詞が曖昧な名詞句を関係節付加曖昧名
詞句と呼び、このような名詞句を含む構文を
関係節付加曖昧構文と呼ぶ。 
例(2) 黄色い服を着ている子供の母親が、 
      ベンチに座っている。 
例(3) 黄色い服を着ている子供の隣の母親が、 
   ベンチに座っている。 
 質問紙を用いた先行研究では例(2)のよう
に二つの名詞句が属格を示す「の」で接続さ
れている場合（属格条件）、日本語母語話者
は高位接続を好むことが示唆されている
（Kamide & Mitchell, 1997、中野, 2008）。
一方、例(3)のように場所を表す後置詞相当語
句（隣の、横の）で接続されている場合（PP
条件）は低位接続を示すことが示唆されてい
る(中野＆西内, 2007、中野, 2008)。 
 関係節には制限用法と非制限用法がある。
日本語では２つの用法の見分けが付け難い
が、もし例(2)が制限用法の場合は、前提とし

て子供または母親が複数名おり、「黄色い服
を着ている」子供または母親と「黄色以外の
色の服を着ている」子供または母親がおり、
特に前者を限定して指しているときに使用
される表現である。このような前提条件を考
慮すると、例(2)や例(3)のような文について、
先行する談話がない状態で実験を行うのは
不自然である。関係節付加曖昧構文は多数の
言語にみられるが、属格条件については接続
傾向が言語によって異なり（低位接続：英語、
中国語、高位接続：ドイツ語、フランス語）、
PP 条件ではどの言語でも低位接続が好まれ
る。言語間での接続傾向の違いがなぜ見られ
るのか、多くの研究が行われているが、決定
的な要因はまだ見つかっていない。 
 前述の Altman & Steedman（1988）で、好
まれている統語処理よりも先行談話の影響
の方が大きい場合もあり得る結果を考慮す
ると、関係節曖昧構文の処理についても、先
行する談話が後続の統語処理に影響する可
能性がある。 
 
(3) 先行する談話の文脈の構造 
前 述 の 例 (1) で 前 置 詞 句 の with the 

telescope が the man を修飾するには先行文
脈内に男性が複数おり、その中に望遠鏡を持
った男性とその他の男性がいるような状況
が想定される。関係節の制限用法で修飾され
た名詞句も同様に、先行する談話文脈内に複
数の同種類のものがあり、その中のあるもの
を限定的に指すときに使われると考えられ
る。 
このような関係節の限定用法を背景とし

て関係節付加曖昧構文への先行文脈への影
響が研究されている。Zagar et al.（1997）
と Desmet et al.（2002）の視線計測の結果
では文脈効果が見られなかった。しかし
Papadopoulou & Clahsen（P&C, 2006）の
被験者ペースの読み実験ではやや弱い文脈
効果が得られた。これら３つの研究には多く
の違いがあるため原因を特定することは難
しいが、文脈情報の詳細さが大きく異なる。
最初の 2つの研究では先行詞となる名詞句が
複数形になっているのみであるが P&C では
先行文脈で先行詞の名詞句が出てくるだけ
ではなく関係節の内容についても記述され
ている。 
例えば、下記の例(4)の下線部で関係節「バ

ルコニーに出て行った」は下線部のみを扱っ
た場合は子供も子供の母親も修飾すること
ができる。しかし先行文脈で子供が 2名おり、
その一方がバルコニーに出て行ったことが
述べられているため、子供を修飾していると
考えられる。ところが例(5)では 2 人の母親の
うち、1 人がバルコニーに出て行ったことが
記述されているため関係節は母親を修飾し



ていると考えられる。 
例(4) 母親と子供が２組部屋に入ってきた。 

1 人の子供はバルコニーに出て行き、
もう１人の子供はソファーに座った。
バルコニーに出て行った子供の母親が
携帯電話を見た。 

例(5) 母親と子供が２組部屋に入ってきた。 
１人の母親はバルコニーに出て行き、
もう１人の母親はソファーに座った。
バルコニーに出て行った子供の母親が
携帯電話を見た。 

先行研究で使われている刺激も例(4)も例(5)
も、関係節の制限用法に関する文法規則から
推測された文脈であって実際の例に基づい
て作成されている訳ではない。そこで本研究
では実験だけではなく、コーパスから得られ
るデータも参考にして先行文脈と関係節付
加曖昧構文の関係を調べた。 
 
(4) 実験手法の影響 
日本語の研究では属格条件についての結

果が分かれている。質問紙（Kamide & 
Mitchell, 1997、中野＆西内, 2007）や容認性
判断課題 （中野, 2008）では高位接続傾向が
見られ、被験者ペースの読み実験（Kamide & 
Mitchell, 1997）では、低位接続傾向が見ら
れる結果になっている。このような結果の不
一致は日本語以外の言語についても報告さ
れている（英語：Felser et al., 2003）。不一
致になった原因として、実験課題によって結
果に反映されている文処理の段階が異なっ
ていることが考えられる。被験者ペースの読
み実験は、関係節の接続について処理途中で
の判断を反映するが、質問紙や容認性判断課
題は最終的な判断を反映し、結果の不一致は
初期段階の判断が後に修正されたためと考
えられる。また、被験者ペースの読み実験で
は、文をいくつかに区切って順番に提示して
いくため、自然な読みが得られない。例えば、
関係節「黄色い服を着ている」の後に「子供」
という名詞を呈示すると、その名詞が先行詞
として選択されてしまい、低位接続の結果に
なりやすい。先行研究で使用された実験手法
の限界を回避するために、本研究では行動指
標のみならず、視線計測装置を用いて眼球運
動を測定し自然な読みからデータを得るこ
ととした。 
 
２．研究の目的  
(1) 日本語のコーパスに基づく研究 
大規模コーパスBCCWJから得られたデー

タを基に関係節付加曖昧構文に先行する談
話文脈と関係節内の名詞句及び関係節の先
行詞との間にどのような関係があるのか結
束連鎖（cohesive chain）を調べた。結束性
には文法的結束性と語彙的結束性がある。文

法的結束性には、参照、置換、省略、接続が
あり、語彙的結束性には繰り返しと慣用句が
ある。本研究は関係節の先行詞が先行文脈の
中に現れるかどうかを調べる必要があるた
め、語彙的結束性の繰り返しが関係が深い。
語彙的結束性の繰り返しには４種類（同じ単
語、類義語または同等のもの、上位語、一般
的な語）がある。コーパス中に関係節と先行
詞がその先行する文脈中に出現するか、また
出現した場合、上記の４種類のいずれに該当
するのかについて調べることにした。 
 
(2)文脈情報が文処理に影響するタイミング 
第一言語としての日本語について、文脈情

報が関係節の先行詞選択に影響を与えるの
か、与えるとしたらどのようなタイミングな
のか、処理の対象となっている文の中の統語
情報が優先されるのか、それとも先行する談
話の情報が優先されるのか、について調べる
ことも目的とした。日本語に眼球運動測定に
よる文脈情報の影響の先行研究が少ないた
め、先行研究の多い英語の研究を参考にして、
まず英語の実験を行うことによって研究方
法の確立を図った。それから日本語の実験を
行った。 
 
３．研究の方法 
(1)  コーパスのデータの分析 
現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ、

国立国語研究所）のコアデータから関係節付
加曖昧名詞句（関係節＋NP1 の NP2）が含ま
れる事例を中納言という検索エンジンを使
ってサンプリングした。その後、客観性を保
つため２名の判定者に、抽出されたテキスト
について、関係節の接続傾向のほか、関係節
付加曖昧名詞句「関係節+NPa の NPb」に先
行するテキストの中に、先行するテキストに
NPa、NPb、関係節の内容が記述されている
か、どうかを分野ごとに判定してもらった。
また、先行するテキストにこれらの要素が記
述されている場合は、これらの要素と関係節
付加曖昧名詞句とのあいだの関係について
も分類してもらった。判定の信頼度は各分野
ごとに Cohen’s Kappa が 0.8 以上であった。
その分類結果を分析し、文脈情報と関係節付
加曖昧名詞句の関係を調べた。 
 
(2) オフライン課題と眼球運動測定実験 
先行文脈のない条件と先行文脈のある条

件を作成し、オフライン課題である質問紙に
よる実験と眼球運動測定による実験を行っ
た。 
刺激文は統語的に高位接続または低位接

続のいずれにしか解釈できない文とした。日
本語では主語名詞句が話し手より地位や年
齢などが高いとき述部に「お＋動詞＋になる」



という表現を用いるような統語的一致が見
られる。関係節が「お～になる」を含む条件
（例、メニューをお読みになっていた）と含
まない条件（例、メニューを読んでいた）条
件を作成した。また「NPa の NPb」（例、お
客様の担当者）のうち一方の NP を地位の高
い人物に、もう片方を地位の低い人物に設定
して、尊敬表現を含む関係節が地位の高い人
物の NP を修飾し、尊敬表現を含まない関係
節は地位の低い人物の NP を修飾するように
高位接続または低位接続の統語的バイアス
をかけた。 
高位接続を支持する内容のテキストと低

位接続を指示する内容のテキストを作成し
先行文脈とした。質問紙による課題では下記
の Aと Bのように「NPa の NPb」（お客様の担
当者）を下線の空欄にして Aと Bのどちらの
文に入れた方がより適切な表現と感じるか
回答してもらった。文脈のある条件では高位
接続バイアス支持文脈または低位接続バイ
アス支持文脈を実験文と共に呈示した。 
            お客様の担当者 
A. メニューをお読みになっていた＿＿＿＿

が突然倒れた。 
B. メニューを読んでいた＿＿＿＿が突然倒

れた。 
眼球運動測定実験では A または B の文に

NP の NP を入れて完成させて呈示した。A
の文は低位接続バイアス文、B の文は高位接
続バイアス文となり、各試行ではいずれかの
文を呈示した。文脈を呈示する条件では接続
バイアスを支持する文脈の方を呈示した。そ
のあと、文の内容に関する二者択一式の質問
を呈示し、文の理解度を確認した。 
質問紙による結果は関係節の先行詞の選

択に関する最終判断を反映し、眼球運動測定
実験の結果は処理途中における判断を反映
していると考えられる。そこで２つの実験の
結果を総合して先行文脈が文処理に与える
影響のタイミングを調べた。 
 
４．研究成果 
(1) 日本語のコーパスに基づく研究 

BCCWJ は新聞、雑誌、書籍、白書、Yahoo
知恵袋、YahooBlog のジャンルから成ってい
る。コーパスのうちコア・データとそうでな
いものがある。精度の高いコア・データを検
索した結果、関係節付加曖昧名詞句が含まれ
ていたテキスト数は 1269 個であった。サン
プルの最小有効数を計算したところ299個で
あった。そのあと、各分野の比率を保持しな
がら 1269 個から 299 個をランダムに抽出し
た。Yahoo の記述は必ずしも日本語母語話者
が書いたとは限らないため、今回は扱わなか
った。したがって新聞、雑誌、書籍、白書の
みを分析対象とした。 

 分析の結果、先行文脈に NPa についても
NPb についても言及がなくても関係節付加
曖昧名詞句が 26.7%の比率で出現しているこ
とがわかった。日本語では限定用法または非
限定用法であるかどうかは表記から判断す
ることが難しい。このような事例は非限定用
法に該当する可能性がある。また中納言では
先行文脈の語数が 500 字と限られている。こ
の範囲外で言及があった可能性もある。NPa
または NPb について言及があった事例では
NPb（高位接続名詞）についてのみ先行文脈
で言及があった場合には高位接続（63.3%）
が低位接続（36.7%）よりも多かったが、NPa
（低位接続名詞）についてのみ、または両方
の名詞句について言及があったときは NPa
と NPb のどちらを関係節の先行詞にしてい
るのかについて大きな差は見られなかった。
関係節について先行文脈で言及していない
事例中、高位接続名詞と低位接続名詞を関係
節の先行詞として選択しているのはそれぞ
れ 63.8%と 36.2%であったが、関係節につい
て先行文脈で言及している事例では、33.3%
と 66.7%であった。また先行文脈が NPa と
NPb について言及しており、語彙性の結束連
鎖が形成されている事例について、語彙性結
束の種類を分類したところ、同じ語、類義語、
上位語、一般的な語の４種類は、それぞれ
58.9%, 6.9%, 21.3%, 86.1%の比率となり、
NPa と NPb の同じ語を繰り返す、または一
般的な語に言い換える比率が高いことがわ
かった。さらに先行文脈内の語と NPa また
は NPb の関係を分析した。先行研究では関
係節の制限用法は先行文脈に同じ種類のも
のが２つ以上あり、そのうちどれを指してい
るのか明示するために使われることが前提
となっているが当てはまらない事例も多く
あった。例えば、先行文脈にはタバコを止め
ようとしても止められない祖父と父が紹介
されている。その娘が「タバコを止められな
いひとの気持ちがよく分かる」と述べている。
祖父と父は下位語、ひとは上位語である。祖
父と父のどちらかを指すのではなく、両者を
総括する表現として関係節付加曖昧名詞句
が使われている。このような例から関係節の
先行詞が上位語、先行文脈内の語が下位語の
事例もあり、先行研究で想定されている以外
の語彙的結束性の連鎖が形成されているこ
とがわかった。 
 
(2) 第一言語及び第二言語としての英語 
 英語母語話者と日本人英語学習者を被験
者として、第一言語（L1）としての英語と第
二言語（L2）としての英語について文完成課
題による実験と視線計測による実験を行い、
文脈情報が関係節の先行詞を選択する際に
与える影響のタイミングについて調査した。



日本人英語学習者は英語能力試験の結果,ヨ
ーロッパ参照枠で B２以上のものと B１以下
のグループに分けた。刺激文はNPa of NPb + 
関係節（属格条件）、NPa with NPb + 関係
節（PP 条件）の２条件であった。  
 その結果、質問紙では文脈がない場合は属
格条件でも PP 条件でも低位接続が多く選択
されたが、高位または低位接続を示唆する先
行文脈がある条件では母語話者でも日本人
英語学習者でもある程度の文脈情報の影響
が見られた。また学習者の上位群の方がその
影響はより大きかった。学習者の下位群では
明確な影響は見られなかった。 
 視線計測の結果、PP 条件については母語
話者でも学習者でも文脈の影響が明確では
なかったため結果の解釈は難しい。属格条件
については、母語話者は処理の初期段階を示
す first-pass fixation に文脈情報が関係節の
接続先を決める際に影響した結果は得られ
なかった。一方、学習者の上位群は影響が見
られた。下位群では明確な影響が見られなか
った。 
全体の結果としては、英語母語話者も日本

人英語学習者も文脈があると読みが速くな
ることが分かった。 
このような結果から第一言語としての英

語では、処理の初期段階において文脈情報よ
りも処理対象の文の中にある統語情報が優
先され、処理が進むと文脈情報の影響が現れ
ることが分かった。一方、第二言語としての
英語では学習者の能力が高ければ処理の初
期段階から文脈情報の影響を受けるが、学習
者の能力が低いと文脈情報の理解や文の処
理がうまくいかず、文脈情報を利用すること
が困難であることが示唆された。 
 
(3) 第一言語としての日本語 
 第一言語の日本語についても行動実験と
視線計測の実験を行った。日本語の敬語表現
の有無によって統語的なバイアスの掛かっ
た文を刺激とした。質問紙による実験の結果
では文脈がない条件に比べて、先行文脈があ
ると文脈に合った関係節の先行詞の選択が
増えた。視線計測の実験では文脈がある方が
眼球の停留時間が短くなり、文脈があると全
体の読みが速くなることが分かった。しかし
処理の初期段階では先行文脈の影響は見ら
れなかった。先行詞から関係節への戻り視線
に関して文脈と統語的バイアスとの優位な
交互作用があり、先行文脈がない条件では高
位接続と低位接続のバイアスの効果の差は
見られないが先行文脈のある条件では高位
接続バイアス条件の方が低位バイアス条件
よりも戻り視線が多くなった。 
これらの結果から、日本語母語話者も英語

母語話者と同様、文脈があると読みが速くな

るが、文処理の初期段階では関係節の先行詞
選択に先行文脈の情報は受けず、後の処理段
階で影響を受けることが分かった。 
 
(4)まとめ 
先行研究では先行文脈と関係節付加曖昧

名詞句の関係について１つの種類しか仮定
されていなかったが、コーパスから得られた
データの分析により、異なる種類の関係があ
ることが明らかとなった。また、オフライン
とオンラインの実験に基づく研究の成果と
して、日本語でも英語でも母語における文処
理では、最終的には文脈情報の影響を受けて
関係節の先行詞が選択されることが多いが
処理の初期段階では統語情報の方が優先さ
れる可能性が示唆された。また日本人英語学
習者は英語の能力が上級レベルになると文
脈情報を文処理の初期段階から利用してい
ることが示唆された。 
今後の展望としては、先行研究では一種類

の文脈しか仮定していないが、異なる種類の
文脈を提示した場合に、どのような文処理が
行われるのか、コーパスの結果と合わせなが
ら研究を進めていくことが必要である。先行
文脈の情報の種類の違いを考慮することも
大切である。また日本語の第二言語に関する
研究も進め、教育への示唆を得てより社会に
還元し易い成果を得ることも重要である。 
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